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２月 19 日（木）の大休憩、火事を想定した避難訓練を行いました。今回は、給食室か

ら出火したという想定で、事前に知らせない「無予告」での実施でした。火事は出火場所

によって避難経路が変わります。どこから火が出ているのかを正しく知り、どの経路が安

全かを自分で考えて行動することが大切です。休憩時間中の訓練でしたが、運動場で遊ん

でいる子、委員会の仕事をしている子、廊下を歩いている子、図書館で本を読んでいる子、

教室で過ごしている子、こどもたちはそれぞれに過ごしていましたが、非常ベルが鳴ると、

遊びや活動をやめ、その場で放送を聞き、「お・は・し・も」を守って避難することがで

きました。 

何よりも大切なのは命です。命があってこそ、学ぶことも、遊ぶこともできます。訓練

は、自分の命を自分で守る力を身に付けるために行っています。これからも、こどもたち

が自分の命を自分で守る力をしっかりと身に付けられるよう、継続して取り組んでいきま

す。 

「お・は・し・も」を守って

避難しています。 
火事の恐ろしさや避難訓練の

大切さについて話を聞いてい

ます。 


